
画像計測論期末試験問題

1. 次の説明文が正しければ○，間違っていれば×をつけよ。
（1）物体の色の見え方は，照射する光源の波長分布に依らず一定である。

（2）ヒトが見ることが出来ない可視域外の波長の光は，画像計測では利用できない。

（3）標準画像 (例えば Lenna)とは，処理アルゴリズムを評価するための”共通の土俵”である。

（4）ゼロ交差法とは，画像の 1次微分量の符号が正から負または負から正へ入れ替わる箇所

を，物体の輪郭とする手法である。

（5）メディアンフィルタによるノイズ除去は，移動平均に比べて，エッジが良く保存される。

（6）能動型ステレオ法は，照明を工夫することにより受動型の欠点を補う形状計測法である。

（7）２次元図形の姿勢は，１次のモーメント特徴を用いて正規化することができる。

（8）ハフ変換における直線のパラメータ表現は，計算機処理に適している。

2. 画像処理では，次式を用いた画素濃度の変換がよく行われる。
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1
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f (i+ k, j+ l) h(k, l) , (i = 1, · · · , M−2 , j = 1, · · · , N −2)

ただし f (i, j)および g(i, j)は，それぞれ画素 (i, j)の変換前および変換後の画素濃度であり，

h(k, l) は空間フィルタと呼ばれる 3×3 の係数配列である。なお i , k は画素の横方向位置，

j , l は画素の縦方向位置を示す変数である。以下の問いに答えよ。

（1）上式で表される演算の名称

（2）3×3領域を平滑化する空間フィルタの係数配列

（3）g(i, j) = { f (i+1, j)− f (i, j)}−{ f (i, j)− f (i−1, j)}を計算する空間フィルタの係数配列
（4）画像の j方向 (縦方向)に平行なエッジの検出に有効な空間フィルタの係数配列

（5）等方性２次微分 (ラプラシアン) フィルタにより画像を精鋭化する空間フィルタの係数

配列

3. 次の (1)から (4)に示す画像の２値化法の特徴は，下の (a)から (d)のどの２値化法の特徴で

あるかを答えよ。

（1）画像の濃度分布の統計量を基にして，自動的にしきい値が決定される。

（2）不均一な照明下で得られた画像に有効である半面，エッジが不連続になり易い。

（3）最も単純な方法で，照明と対象物の状態が安定している人工環境下において有用である。

（4）画像の濃度分布ヒストグラムが双峰性を示すとき，谷にあたる濃度をしきい値とする。

(a)固定しきい値法，　 (b)モード法，　 (c)判別分析法，　 (d)局所２値化法
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4. 2値図形の形状特徴のひとつである円形度に関する以下の問いに答えよ。

（1）面積 S，周囲長 Lの図形が円形であることを仮定して，Sと Lから別々に半径 rS と rL を

求め,これらの比の二乗を円形度Cr と定義すると，0 <Cr ≤ 1が成り立つ。Cr を Sと L

を含む式で表せ。

（2）図形を構成する画素数が少ない（即ち面積 Sが小さい）ときには，円形度Cr は理論値か

ら大きく外れ，1 <Cr となる。下図に示すような１辺が n画素の正方形について，Cr < 1

が成り立つ n（整数）の条件を求めよ。ただし，計算では π = 3を用いよ。
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5. ２個の特徴ベクトル aaa = (a1 , a2 , · · · , an) , bbb = (b1 , b2 , · · · , bn)の類似度を，正規化相関

係数 C (−1 ≤ C ≤ 1) により評価したい。C を表す正しい式は，次の (a) から (d) のどれか。

ただし，式中の ∑は
n

∑
i=1
を表す。
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6. 画像の横軸を x軸，縦軸を y軸とし，画像上に 2点 P(100 , 100) , Q(50 , 50
√

3)をとる。平

面の点 (x , y)を通る直線を ρ = xcosθ + ysinθ で表される ρθ−パラメータ空間に写像する
ハフ変換について，以下の問いに答えよ。

（1）点 Pのハフ変換 CP と，点 Qのハフ変換CQ を解答用紙に描け。

（2）曲線CP , CQ の式を示せ。

（3）P , Qを結ぶ直線を ρ = xcosθ + ysinθ で表すときの，ρ および θ を求めよ。

7. 同次座標表現に関する以下の問いに答えよ。
（1）平面に２点 P , Qがあり，これらの点の同次座標表現が，それぞれ (4 , 8 , 4) , (10 , 8 , 2)

であるとき，平面におけるこれら２点を結ぶ直線の傾き aを求めよ。

（2）同次座標表現を用いて，通常座標が t(x , y , z) である空間の点を t(x′ , y′ , z′) =
t(x+a , y+b , z+ c)に平行移動する 4×4行列を示せ。ただし，点の座標は列ベクトル

を用いて表すこととする。


